
航空機内の安全や保安について各国の情報を共有し、議論する国際
会議（DISPAX WORLD2023）が10月11日（水）から12日（木）の
2日間にかけてチェコ共和国のプラハで開催され、内藤会⾧が客室内の
盗撮抑止にむけた日本の取り組みについて講演しました。
世界各国から約150名が参加し、多くのテーマに関して活発に議論が

おこなわれました。今後も航空連合の取り組みを様々な場面を通じて
発信し、撮影罪の周知を図るとともに、関係者と連携を図りながら、
さらなる政策実現力の強化に取り組みます。
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 IATA（国際航空運送協会）やEASA（欧州航空安全機関）が後援
 エアライン各社、保安関係者、各国航空局関係者、警察、空港関係者、研究者、労働
組合などが参加し、今回で4回目の開催

 テロ対策や機内暴力への対応、航空機を使用した人身取引防止などについて議論

～ DISPAX WORLD2023 ～

「撮影罪の成立」について
講演する内藤会⾧


